
Ⅰ.矢作川水系総合土砂管理検討委員会

検討概要とスケジュール

資料-１



1.検討の概要

(1) 矢作ダムは、昭和46年4月の運用開始以降30年以上が経過し、年間30万m3程度で堆砂が進行している。

(2) 平成12年の恵南豪雨により1年間で280万m3の土砂が貯水池に堆砂し、その堆砂量は平成21年現在で
1,540万m3に達しており、計画堆砂容量の1,500万m3を超過するなど堆砂対策が緊急の課題となっている。

(3) 一方、ダム建設以降貯水池内外において環境の変化が生じてきており、平成19年度からは、長期ダム堆

砂対策の実施に向け、流域を視野においた総合土砂管理の視点を踏まえた検討を開始した。

(4) 矢作ダムから越戸ダムまでの区間を対象に、平成19年度は排砂基本計画（案）と下流への影響予測方法
について、また平成20年度は土砂管理シナリオの方向性、調査計画及び下流河道の影響評価案について

検討した。

(5) 平成21年度は越戸ダム下流区間も合わせた土砂管理シナリオの方向性等について検討を行っている。

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

「緊急対策検討」と「事前放流検討」とについて検討

「長期対策検討」と「対策に伴う影響検討」とについて検討

「排砂基本計画（案）」と「対策に伴う影響検討」「対策に伴う影響検討」とについて検討

総合土砂管理の
視点の必要性

総合土砂管理の視点から検討

平成21年度 「土砂管理シナリオ検討」「土砂管理シナリオ検討」と「対策に伴う影響検討」と「排砂施設」とについて検討

「堆砂対策検討」と「土砂管理シナリオ検討」「土砂管理シナリオ検討」と「対策に伴う影響検討」とについて検討

ダム領域
河川領域

(上流)

ダム領域
河川領域

(上流・下流)

検討領域 検討経緯
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土砂生産域

1.委員会の概要（今後の委員会の進め方）

ダム下流域（県区間）

ダム上流域

矢作ダム

越戸ダム

矢作川らしさの回復

矢作川らしさの回復

千潟の保全・再生

明治用水頭首工

三河湾

矢作川中下流域（直轄区間）

河口・海岸域

矢作ダムから排砂

治水利水機能の確保

供給土砂量の増加

治水安全度確保のための維持管
理対策が必要

供給土砂量の増加

矢作川らしさの回復

頭首工の上流部等に
おいては、ダムから
の排砂方法に対応し
た河道の維持管理対
策が必要

供給土砂量の増加 干潟の保全・再生
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総合土砂管理検討委員会での検討範囲(H22年度)

発電ダムの機能維持を図ること
が必要

平成20年度の検討範囲

治水利水機能の確保

頭首工の機能維持

利水機能の確保

建設資材・工業利

用等の有効活用

建設資材・工業利

用等の有効活用

運
搬
等
に
よ
る
人
為
的
な
移
動

矢作ダムからの排砂による効果、影響及び対策を矢作川全体でとらえ、総合土砂管理プランを策定する
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生産土砂量
の変化

下流必要土砂量
･質設定
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平成21年度の検討範囲
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貯水池掘削
⇒土砂の有効活用

土砂の有効活用

土砂の有効活用



置き土

排
砂
施
設

1.委員会の概要（今後の委員会の進め方）
平成21年度

※上流：矢作ダム～越戸ダム、下流：越戸ダム～河口

＜天竜川での実証実験＞

平成22年度 平成23年度

矢作水系総合土砂管理検討委員会
(排砂施設は部会で検討)

平成24年度 平成25年度 平成26年度以降

総合的な土砂管理の目標設定

土砂管理シナリオ
の見直し(上流)

土砂管理シナリオ
の検討・確定(下流)

土砂管理シナリオ
の修正(上流)

課題の整理と
対策の検討(下流)

環境影響の評価
手法の修正・

影響評価(上流)

モニタリング計画(案)
の策定

覆砂

運用方針の立案

課題への対応
(リスク対応施設、吐口部)

環
境

土
砂
管
理

地質調査(ボーリング)

環境影響評価手法の検討
・影響評価(上下流)

モニタリング計画修正

運用案の作成
吐口部の
模型実験
計画検討

基本設計
(吸引・トン
ネル部)

実証実験計画の検討 矢作ダムにお
ける実証実験

実施設計(吸
引部・吐口部・
トンネル部)

総
合
土
砂
管
理

プ
ラ
ン
の
検
討

総合土砂管理
プランの策定

排砂施設に関連
する環境調査
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委員会では、以下の3つのテーマを設け、テーマごとに議論

①土砂管理
②排砂に関わる環境
③排砂施設
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1.委員会の概要（今年度の委員会の進め方）

2月中旬頃12月中旬頃

・有力シナリオに関する
環境影響の評価と保全対策

・ダム領域、河川領域の
土砂管理シナリオ見直し

・土砂生産域、海岸領域の
土砂管理シナリオ(案)

・総合土砂管理プラン
前半部分(現状・課題)の確認

第2回
委員会

各委員会・部会で扱う主なテーマ（案）

第1回
委員会

第1回
部会

第2回
部会

第3回
委員会

開催日
（予定）

10月上旬頃

土砂管理

・総合土砂管理プラン
について(流砂系の概要,流砂

系で発生している課題,流砂系
の目指すべき姿,目標期間,土砂
管理目標)

・土砂管理シナリオの
総合評価

・矢作川水系総合土砂管理
プランについて(第1回委員

会における指摘事項の修正、
連携して取り組む機関と役割
分担,モニタリング計画)

環境

・H22年度置き土実験の評価
・平面二次元計算による環境

響評価方法
・H21年度覆砂実験の評価と

今年度実験計画

・覆砂実験の評価
・モニタリング計画(案)修正

排砂施設
・最適排砂工法
・実証実験条件

・実証実験
計画(案)

委員会委員会で議論

部会部会で議論･････････････



1. 委員会の概要(今年度の委員会の流れ)

環境に重大な影響がある場合
補助的な対策の追加

（代替案の検討、維持掘削量・場所の増加など）
それでも回避できない場合は運用方法の見直し

土砂管理シナリオ 環境影響評価

平面二次元河床変動計算(代表箇所)
による環境影響の評価方法の検討

修正した環境影響の評価方法
を用いた土砂管理シナリオ評価

第1回

第2回

流砂系の概要
流砂系で発生している課題
流砂系の目指すべき姿
目標期間
土砂管理目標

委員会

ダム領域の土砂管理シナリオ見直し
河川領域の土砂管理シナリオ見直し

保全対策検討

総合土砂管理プラン
：前半部分･･･現状と課題整理

第3回

土砂生産域の土砂管理シナリオ
河口・海岸領域の土砂管理シナリオ

有力シナリオの抽出

有力シナリオの評価

矢作川水系総合土砂
管理プラン策定 H21年度モニタリング計画(案)修正

H22置き土実験の評価

H21覆砂実験の評価

今年度実験計画

H22覆砂実験の評価

※H21検討シナリオ

※H21検討シナリオ

評価項目
・事業効果と経済性（ライフサイクルコストなど）
・対策、工法の信頼性（実現可能性など）
・社会資本の持続性（維持管理のしやすさなど）
・社会環境への影響（CO2排出量、有効活用など）

実証実験計画
(案)・実験条件

の設定

実証実験計画(案)
の策定および
実証実験施設
設計図

実証実験
部会
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総合土砂管理プランイメージ

連携して取り組む機関と役割分担の決定


